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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、中国デザイン専門学校　３年　デニム・ジーンズ科
森田有加里のプレゼンテーションを始めさせていただきます。
テーマは『よごし屋』です。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちの提案する『よごし屋』とは
私たちが普段着ている服に古着風の加工をほどこし、新たな雰囲気のアイテムに変えるという、汚し加工専門の新しい新事業です。
といっても、実際にお店を開くという事ではありません。顧客と加工業者をつなぐ、仲介業としてのシステムを考えました。そのシステムをこれから説明します。

http://sputnicks.jp/fs/sputnicks/00501-1484
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、このような考えに至った背景ですが、
ファッションの流行に敏感な現代、トレンドアイテムを
1シーズンだけ楽しんで、デザインや雰囲気にすぐに飽きてしまう人が多くなっている現状があります。最近では自分でデザインする服も出てきたり・・・
特にジーンズはデザインが似通っていて、同じような商品が氾濫しています。
トレンドに左右されることのない、ベーシックなアイテムがゆえ、他の人とかぶりたくない、もう少しデザインに変化をつけられたらな・・・と思う人もたくさんいるのではないでしょうか？
そして、もし自分が持っている、飽きてしまったジーンズに変化をつけることができたら、もう一度穿けるようになるし、面白いのではないかと考えました！






プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ジーンズにはデニムという特殊な生地が使用されています。
デニムは使い込んでいくと生地の色に変化が出て経年変化するという特性があります。
その特性を利用して、加工を施したり、特殊な洗い方をすることでいろいろな表情を出すことができます。
汚れることが味となり、つまり味を出して雰囲気を変えることができるということです。
さらに、デニム自体はとても丈夫な物なので長く使うことができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ジーンズを加工するだけでは
今売られているジーンズと変化がありません。
自分の要望を聞いて実現してくれるところがあればなあ。
でも現実問題、加工屋として実店舗を持つには設備費もだいぶかかるし、技術もない。
また、顧客が安心して服を預けられところなんてあるでしょうか？
と考えた結果、要望を聞いてもらえて、各地に店舗がある、そして安心して服をあずけられる場所、ありました。
クリーニング店です。
綺麗にするのが当たり前のクリーニング、ではもし逆に
汚すというオーダー加工をクリーニング店が始めたら面白いのでは
ないでしょうか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
でも果たしてクリーニングで
ジーンズを汚すという前代未聞の事業はうまくいくのでしょうか。
現在のクリーニング業界は
家庭用洗濯機に洗剤の進歩、コインランドリーの増加、形態安定素材を使用した衣料の普及、これらの結果により客数は減少しています。
ジーンズ業界においては、日本人のジーンズ所有率は９割以上で、１人平均3.8本所持しているということです。約４本くらい所持っていることになりますが、ほとんど全てのメーカーがほぼ同じシルエット、伝統性、ユーズド感（洗い、ダメージ加工）などの戦略をとってきたため、似通ったものになってしまっています。
クリーニング業界としても次の一手が必要、ジーンズ業界にとっても今後さらなる顧客の多様なニーズへの対応が必要。
この結果を踏まえ、お互いの問題点をうまく埋め会えるような事業内容を考えました。
さて、次から具体的に『よごし屋』のビジネスプランについて説明します
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、提携するクリーニング屋と加工業者を仲介する本社機関を作ります。一般消費者は持っているデザインに飽きてしまったジーンズをクリーニング店の加工専用窓口でオーダーします。
最初はメニュー表を作ってそこから選んでもらうセミオーダーとう形を取ります。部分加工から全体加工まで受けます。
自分の膝の場所に合わせた色落ち加工、なんてこともできますね。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
顧客から商品を預かったら。商品を児島の本社機関に送ります。
ここで、なぜ本社を児島にしたかというと、実は児島は繊維産業に盛んな地域で、ジーンズの加工技術の高さが国内トップという強みがあるんです。そういった加工業者が多くある場所に本社をかまえることで、業者と迅速なやり取りができます。
さて、本社では全国の各クリーニング店からオーダーの
受けた商品を収集し、加工仕様、工程のチェックをします。チェック後、加工業者に加工委託します。
加工業者は加工注文表をチェックして加工を施します。そして、商品完成です。
搬送され、本社でチェックし、各クリーニング店の窓口に届けられます。そして、顧客のもとに新たなアイテムとして届けられます。
これが「よごし屋」の事業内容です。
 




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ターゲットは
今まであまりクリーニングを利用する機会がなかった人、特に若年層や服にこだわりがある人や人とかぶりたくない人。服をたくさん持っている人、そしてもちろん、洋服が好きで大切にする人です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「よごし屋」から生まれる商品は
顧客がデザインできる完全オーダーの一点物てす。
大量に販売されていたジーンズでも自分だけのオリジナルジーンズに変えることができます。
デザインに飽きてしまっても自分の服をベースに加工をデザインできるという楽しさもあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この結果、
クリーニング業界のイメージ大きく変えることで、若年層にも気軽に楽しく利用できるようになります。
ジーンズ業界では
ジーンズの特別なクリーニングサービスということで表情の変化を利用したデザインという、ジーンズにしかない魅力を売りにしています。
ジーンズのセルフリサイクル、セルフデザイン。新しい事業でジーンズの注目度は向上するとおもいます。少しデザインが気に入らないという商品でもこのサービスがあれば満足度の向上が期待できます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
将来の事業計画は
ジーンズの加工にバリエーションを増やしミシンを利用した破れの補習や全く別のアイテムに変えるリメイクのオーダーする店舗を各地に拡大させたいです。
(今後はデニム以外の素材にも挑戦？)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「よごし屋」とは服のセルフリサイクル。
愛着のある服を、デザインに飽きても、もう一度新しい
アイテムに生まれ変われる。
服を大切にしよう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ありがとうございました！


	よごし屋
	よごし屋とは
	きっかけ
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	現状分析
	よごし屋ビジネスプラン
	スライド番号 8
	ターゲット
	商品特徴
	メリット
	将来計画
	最後に
	スライド番号 14

